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～戦後 70 年を振り返る～  

戦時中のくらし展 
会 期   6 月 18 日（木）～8 月 23 日（日） 

展示品   

 

ど  

昭和 12（1937）年の日中戦争勃発以降、第 2次世界

大戦へと向かい日本は戦時体制へと突入していき

ました。 

そして長崎は、昭和 20（1945）年 8月 9日に原子爆

弾が投下され、約 24 万人の市民の半数以上が死傷

するという悲惨な被害を受けました。 

その当時、人びとはさまざまな統制を強いられ、日

常生活に必要な物も手に入りにくく代用品や代用

食がさかんにつくられました。 

今夏、日本は戦争の終結から、ちょうど７０年を迎

えます。戦後７０年という大きな節目に、現在の豊

かな生活と対比し、「戦争の悲惨さ」「平和の尊さ」

を考える機会として、当館では  ～戦後 70 年を振り

返る～ 「戦時中のくらし展」を開催します。 

今回の展示に際しまして、貴重な資料を御寄贈、御

提供いただきました荒木博美様、川口誠二様、野坂

昭三様、松尾末夫様、森田勇様を始め、多くの市民

の皆様と関係者各位に深く御礼申し上げます。 

 

戦時郵便貯金切手 
金貮圓  昭和 18 年 
 
戦時貯蓄債券  
金拾五圓 昭和 19 年 
 
多額の戦費調達の為

に、政府は各種国債

を発行しました。 
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独
、
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、
ソ
、
米
、
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各
国
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主
要
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拠
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が
記
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て
い
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す
。
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し
て
、
そ
れ
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国
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本
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で
す
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国防・防護団の記章 
昭和 11（1936）年、戦時または事変に際し、

警備・防空の必要に備える為、市内各種団体に

よる市防護団がつくられました。翌年、国防婦

人会長崎市支部ができました。 

貨幣・紙幣・切手・軍事郵便葉書・手製

の教科書・大東亜戦争世界要図・旭日

旗寄せ書き・防空頭巾、もんぺ・精霊流

し図など 約 150 点 

手製の教科書 

昭和 20（1945）年に

現物がなく、女学校

の学生(13～14 歳)

が教師となり、小学

6 年生の教科書の挿

絵を除き、1 冊 163

頁全てを筆写したも

のです。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旭日旗寄せ書き 
出征兵士のために、友人、関係者から武運長久を

祈願して寄せ書きされたものです。 

軍事郵便葉書 
戦地の軍人に宛てて日本(内地)から発送する、

もしくは戦地にいる軍人から日本宛てに発送

される葉書です。 
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精霊流し図 
文化功労者 鈴木信太郎・明治 28（1895）年

～平成元（1989）年、94 歳没の長崎を代表

する作品です。20 世紀後半作 
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戦
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中
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し
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読
さ
れ

ま
し
た
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